
　二口越え最上街道を長袋町から、古の官道で
ある笹谷街道（457号線経由）へ、楯山を回り込む
形で竹の内・石神を経る道と、舘・国久を経る道
があり、共に本砂金との村境で合流し川崎へ向か
う道です。
　この道路沿いにも多くの石塔がありますが、特
に道沿いの組中で建てられた「南無阿弥陀仏」の
六字名号碑が目に付きます。南無阿弥陀仏と唱え
ることにより、いかなる人でも死後の極楽浄土行
きが約束されるという阿弥陀信仰に基づくもの
で、亡くなった人の極楽往生を祈り、自らの死後
の安楽を願って建てられたものです。
　また、この道ばたには秋保では数少ない「水
神」碑と、他にはない養蚕の神を祀った石塔があ
ります。
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　人々が素朴な信仰心を背景に、

その願いを込めて建てた石塔や祠

道ばたにある神々を巡り

昔の人々の心に触れてみませんか。

道ばたの神々Ⅱ
舘・竹の内・石神・国久編

道ばたの神 Ⅱ々
舘・竹の内・石神・国久編

　

舘
山
原
の
六
面
幢（
通
称
六
角
地
蔵
）、天
文
元
年（
１
７
３
６
年
）に
建
て
ら
れ
た
こ
の
石
塔
は
、元
々
楯
山
麓
の
旧
道
沿
い
戸
崎（
舘

山
原
）入
口
に
在
っ
た
も
の
が
、道
路
整
備
に
伴
い
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

人
間
を
含
め
た
多
く
の
生
き
物（
仏
教
で
は
衆
生
と
言
う
）は
、六
つ
の
世
界
で
輪
廻（
生
死
）を
繰
り
返
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
六
道
と
い
い
、こ
の
六
道（
六
つ
の
世
界
）に
は
、天
道
・
人
間
道
・
修
羅
道
・
畜
生
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
が
あ
り
、こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

世
界
で
の
苦
し
み
か
ら
救
済
す
る
六
体
の
地
蔵
菩
薩
が
、日
光
地
蔵
・
除
蓋
障
地
蔵
・
持
地
地
蔵
・
宝
印
地
蔵
・
宝
珠
地
蔵
・
壇
陀
地
蔵
で

（
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
）こ
れ
を
六
面
に
彫
り
込
ん
だ
非
常
に
効
率
の
良
い
ス
タ
イ
ル
の
地
蔵
が
、六
面
幢
で
す
。

ろ
く
め
ん
ど
う

し
ゅ
ら
ど
う

ち
く
し
ょ
う
ど
う

じ
ょ
が
い
し
ょ
う
じ
ぞ
う

じ
ち
じ
ぞ
う

だ
ん
だ
じ
ぞ
う

が
き
ど
う

日
光
地
蔵

除
蓋
障
地
蔵

持
地
地
蔵

宝
印
地
蔵

宝
珠
地
蔵

壇
陀
地
蔵
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道ばたの神 Ⅱ々（舘・竹ノ内・石神・国久編）　

川
崎
方
面
か
ら
仙
台
城
下
へ
上
る
際
、こ
こ
竹
の
内
黒
松
か
ら
戸
崎
を
へ
て
境
野
・

板
颪
峠
を
越
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、こ
こ
に
は
天
照
皇
大
神
・
湯
殿
山
大
権
現
・
○
南
無

阿
弥
陀
仏
・
蔵
王
大
権
現
・
二
十
三
夜
塔
・
水
神
・
馬
頭
観
世
音
・
小
牛
田
山
神
・
金
毘
羅

大
権
現
と
刻
ま
れ
た
9
基
の
石
塔
が
あ
り
ま
す
。農
業
用
水
の
水
源
地
に
よ
く
見
ら
れ

る「
水
神
」は
秋
保
で
こ
れ
を
含
め
4
基
だ
け
、貴
重
な
石
塔
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、享
保
三
年

（
1
7
1
8
年
）の

「
六
字
名
号
碑（
南
無

阿
弥
陀
仏
）」の
施
主

は「
名
取
郡
北
方
秋

保
庄
長
袋
村
竹
之
内

組
・
男
女
一
宇
」と
刻

ま
れ
て
お
り
、こ
の

竹
の
内
地
区
の
ご
先

祖
た
ち
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。

❾ 

竹
ノ
内
黒
松
の
石
塔
群

　
竹
の
内
橋
を
渡
り
本
砂
金
へ
向
か
っ
た
国
道

4
5
7
号
の
東
側
の
畑
の
中
に
文
政
四
年
の
金

毘
羅
大
権
現
、嘉
永
三
年
の
小
牛
田
山
神
と
馬

頭
観
世
音
、昭
和
二
年
建
立
の
養
蠶
祖
神
碑
が

あ
り
ま
す
。養
蚕
に
関
わ
る
神
名
を
刻
ん
だ
石

塔
は
こ
こ
と
沢
端
に
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
二
年
は
金
融
恐
慌
の
始
ま
っ
た
年
で
記

録
的
な
寒
波
が
襲
っ
た
年
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、養
蚕
の
繁
盛
を
願
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

10 

竹
ノ
内
養
蠶
祖
神
碑

❹ 

国
久
道
ば
た
の
六
字
名
号
碑

　
三
界
萬
霊
の
三
界
と
は
仏
教
の
言
葉
で
、簡
単
に

い
う
と
過
去
・
現
在
・
未
来
の
こ
と
で
、こ
の
世
の
生

き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
の
霊
を
供
養
す
る
た
め

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
碑
は
萬
霊
供
養
の
意
味
か
ら
、人
々

の
往
来
の
多
い
道
ば
た
や
寺
の
入
口
、あ
る
い
は
墓

地
に
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
は
こ
の
辺
り
が
境
野
か
ら
獺
沢
を
渡
り

長
袋
の
町
に
出
る

道
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、文
化
元
年

（
1
8
0
4
年
）に

長
袋
の
町
の
人
々

が
建
立
し
た「
三

界
萬
霊
」碑
と
嘉

永
五
年
の「
金
剛

山
」碑
、安
政
・
嘉

永
年
号
の
あ
る

「
馬
頭
観
世
音
」が

三
基
あ
り
ま
す
。

建
立
の
時
期
は
不
明
で
す
が
、南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
左
右

に
信
士
の
位
号
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、供
養
塔

と
し
て
街
道
筋
に
建
て
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

❶ 

獺
沢
新
道
の
三
界
萬
霊
碑

❼  

菅
刈
道
ば
た
の
六
字
名
号
碑

❷ 

舘
山
原
の
六
面
幢

❸ 

秋
保
家
御
廟
前
の

　 

六
字
名
号
碑

　

元
文
元
年（
1
7
3
6
年
）に
建
て
ら
れ
た
六

角
柱
の
石
塔
で
、六
つ
の
面
に
は
六
道
名（
天
道
・

人
間
道
・
修
羅
道
・
畜
生
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
）

と
、そ
れ
ぞ
れ
迷
え
る
者
を
救
済
す
る
線
彫
り
の

六
地
蔵（
地
蔵
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。）の「
日

光
地
蔵
」・「
除
蓋
障（
じ
ょ
が
い
し
ょ
う
）地
蔵
」・

「
持
地（
じ
ち
）地
蔵
」・「
宝
印（
ほ
う
い
ん
）地

蔵
」・「
宝
珠（
ほ
う
じ
ゅ
）地
蔵
」・「
壇
陀（
だ
ん

だ
）地
蔵
」が
描
か
れ
て
い
ま
す
。建
立
当
初
は
楯

山
裾
野
の
旧
道
で
戸
崎（
舘
山
原
）の
入
口
に

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

正
徳
四
年（
１
７
１
４
年)

に
こ
の

あ
た
り
の
戸
崎
の
人
が
建
て
た
供
養

碑
で
、か
つ
て
は
こ
の
石
塔
の
あ
た
り

が
笹
谷
街
道
へ
の
道
だ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

柴
田
郡
境
の
古
道
脇
の
石
塔

群
で
、下
部
は
埋
没
し
て
確
認

で
き
ま
せ
ん
が
、「
象
頭
山
・
湯

殿
山
・
蔵
王
権
現
・
小
牛
田
山

神
・
古
峯
神
社
」を
祀
っ
た
石
塔

で
す
。

　

こ
こ
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
行

く
と
柴
田
郡
の
内
野
集
落
と
な

り
、か
つ
て
の
街
道
ら
し
く
大

小
の
石
塔
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
古
道
の
村
境
ら
し
く
、江
戸
時

代
中
頃
か
ら
明
治
、昭
和
の
初
め

に
か
け
て
建
立
さ
れ
た「
馬
頭
観

世
音
3
基
・
庚
申
供
養
・
盬
竃
大

明
神・金
毘
羅
大
権
現・金
華
山・

天
照
皇
大
神
金
比
羅
山
秋
葉
山・

天
照
皇
大
神
宮
」の
九
基
の
石
塔

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
確
認
で
き
る
一
番

古
い
年
号
の
も
の
は
宝
暦
三

年
の「
庚
申
供
養
」塔
で
、幅
が

90
㎝
・
高
さ
が
120
㎝
と
存
在
感

の
あ
る
石
塔
で
す
。

　
ま
た
、文
化
四
年
の
盬
竃
大
明

神
碑
は「
當
町
中
下
組
」と
刻
ま

れ
て
い
る
の
で
、長
袋
町
の
下
組

の
人
々
が
何
等
か
の
理
由
で
こ

の
場
所
に
建
立
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

❽ 

沢
畑
の
蠶
姫
光
神
碑

　
国
道
4
5
7
号
か
ら
石
本・西
仙
台
変
電
所
へ
の
分
か
れ

の
道
ば
た
に
、明
治
か
ら
大
正
時
代
に
建
立
さ
れ
た
、古
峯

神
社・月
山
羽
黒
山
湯
殿
山・金
華
山
碑
が
あ
り
、秋
保
地
区

で
は
２
基
し
か
見
ら
れ
な
い
養
蚕
に
関
す
る
石
塔
で
す
。蠶

姫
光
神（
昭
和
二
年
建
立
）と
嘉
永
二
年
の
馬
頭
観
世
音
が

並
び
、集
落
の
人
々
が
節
々
に
供
え
た
幣
束
が
あ
り
ま
す
。

　

蠶
姫
光
神
碑
は
、秋
保
地
区
で
明
治
の
中
頃
か
ら
盛
ん

だ
っ
た
製
糸
業
が
、生
糸
の
価
格
暴
落
で
減
少
し
て
い
た
生

産
量
の
拡
大
と
、停
止
し
て
い
た
絹
織
物
の
生
産
の
再
興
を

祈
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、行
者
と
世
話
人
、発
起
人
、

製
糸
業
や
機
織
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
女
性
を
含
む
数
十

人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

❺ 

国
久
の
石
塔
群

❻ 

畑（
本
砂
金
村
境
）の
石
塔
群

周遊約9.0km
徒　歩　　  周遊約2時間
自転車　　   周遊約1時間

自転車での
周遊が
おすすめ!

　
石
塔
自
体
は
確
認
で
き
な
い
が
、竹
の
内
黒
松
の
六
字
名
号
碑

と
同
じ
く
享
保
三
年
に
建
立
さ
れ
た
石
塔
で
、施
主
は「
名
取
郡

北
方
秋
保
庄
長
袋
村
国
久
組
一
宇
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。享
保

三
年
は
御
蔭
参
り
の
年
で
、徳
川
吉
宗
が
将
軍
に
な
っ
て
間
も
な

い
頃
で
す
。

ろ
く
め
ん
ど
う

お
そ
ざ
わ

さ
ん
か
い
ば
ん
れ
い
ひ

よ
う
さ
ん
そ
し
ん
ひ

く
に
ぎ
ゅ
う

く
に
ぎ
ゅ
う

こ
ひ
め
こ
う
し
ん
ひ

す
げ
か
り

は
た 

 

も
と
い
さ
ご


